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研究要旨 

47 地域がん登録から、罹患データの提供を受け、2009～11 年の全国がん生存率の推

計を行った。このうち 36 地域が 2009-11 年症例の生存確認調査を実施しており、本集

計に参加を表明し。精度指標の基準を満たす 22 地域を全国値推計の対象とした。罹患

数の総計は 1,335,303 件であった。そのうち、死亡情報のみの登録（DCO）115,227 件

で全体の 10.9％、第 2 がん以降 135,024 件（10.1%）、悪性腫瘍以外 103,113 件（7.7%）、

上皮内がん（大腸の粘膜がんを含む）103,856 件（7.8%）、年齢不詳及び 100 歳以上を

除外して、解析対象 1 とした。解析対象 1 から「がん死亡情報からの遡り調査による登

録」63,891 件を除外して解析対象 2、1,016,222 件（全体の 76.1%）とした。 

全部位男女計の 2009-11 年診断の 5 年相対生存率は、64.1%となった。全部位におい

て男性が 62.0%、女性が 66.9%であり、女性の 5 年生存率の方が 4.9 ポイント高い。

2006-8 年診断症例では、解析対象 2 では、男女計 62.1%、男性が 59.1%、女性が 66.0%

であったことから、全体に向上が見られる。部位別の観察では、解析対象 2 について、

男性では前立腺 99.1%から膵臓 8.9%に分布した。女性では、甲状腺 95.8%から膵臓 8.1%

の分布となった。全部位において限局が 44.1%、領域（所属リンパ節転移、隣接臓器浸

潤）が 25.2%、遠隔が 18.5%であり、臨床進行度不明が 12.3%あった。全部位において

は、年齢階級を追うごとに生存率は低くなり、年齢階級による生存率の差は、全部位で、

男性で 22.6 ポイント、女性で 39.1 ポイントと、女性の方が大きかった。高精度のがん

登録データが利用できるようになり、こうした指標を総合的にがん対策に利用すること

ができる。 

A. 研究目的 

 全国がん罹患数・率の推計を、Monitoring 

of Cancer Incidence in Japan（MCIJ）プ

ロジェクトの一環として実施した。第 3 対

がん総合戦略研究事業「がん罹患・死亡動向

の実態把握の研究」班から引き継ぎ、各地域

がん登録が目指すべき内容として「地域が

ん登録の目標と基準（以下、目標と基準）」

8 項目を改訂して、地域がん登録における

精度基準を設定した。2015 年時点で地域が
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ん登録事業を実施していた 47 都道府県を

対象とし、2009～11 年の地域がん登録罹患

データより全国がん生存率を推計すること

を目的とした。 

 

B. 研究方法 

1. データ収集 

 2018 年 8 月に地域がん登録実施 47 県

を対象に、提出期間を 2018 年 9 月 1 日か

ら 9 月 30 日までと設定し、国立がん研究セ

ンターがん対策情報センターで運営してい

るファイル共有サイトにアップロードする

形式でデータの提出を依頼した。2015 年罹

患データを提出可能な地域がん登録 47 県

中、2009-11 年症例はがん登録事業未実施

であった埼玉県、東京都、宮崎県を除く 44

県に参加を依頼した。このうち 36 県が

2009-11 年症例の生存確認調査を実施して

おり、本集計に参加を表明した。今回の集計

においては、集計対象地域を拡大すること

を目的とし、2009-11 年全期間の罹患集計

及び生存確認調査が完了していない場合で

も、いずれかの年で集計が可能な場合には

参加を依頼している。 

住民票照会による最終生存確認年月を含

む 30 項目を目標モニタリング項目とし、

2009-11 年診断患者の 5 年後予後情報を含

む 1993-2015 年罹患データの提供を MCIJ

参加地域に依頼し、提供を受けた（表 2）。 

 

1. 精度基準 

2009-11 年の全部位、男女合計について、

①「罹患者中死亡情報のみで登録された患

者」（DCO）の割合＜10%、かつ、②「死亡

情報で初めて把握された患者」（DCN）割合

＜20%、かつ、③「罹患数と人口動態統計に

よるがん死亡数との比」（IM 比）≧2.0 のす

べての条件を満たす（MCIJ 精度基準 A）地

域のうち、全国生存率集計の基準として、住

民票照会実施で診断から 5 年後の予後不明

割合が 5％未満（宮城県、山形県、福島県、

茨城県、栃木県、群馬県、福井県、山梨県、

愛知県、滋賀県、大阪府、広島県、高知県、

佐賀県、長崎県）あるいは全死亡情報との照

合を実施している（新潟県、長野県、和歌山

県、鳥取県、島根県、山口県、熊本県）、計

22 地域の資料を集計対象とした。北海道、

青森、秋田、石川、三重、京都、奈良、徳島、

愛媛、大分、鹿児島、沖縄は、データの提出

はあったが、対象の罹患年において、①、②、

③の基準を満たしていなかったため、千葉、

神奈川は、地域がん登録の独自データベー

スから、都道府県がんデータベースへの移

行が完全ではなく、幾つかの項目に不備が

あったために、後述の解析には含めず、22

地域が分母となる。 

全 47 都道府県の合計値における精度指

標（C00-C96 を対象）は、DCN 割合 8.2%、

DCO 割合 5.2%、IM 比 2.41（MI 比 0.41）、

罹患数全体における病理診断のある症例の

割合（MV/I%）は、84.0%だった。 

 

1. がん罹患データ収集方法 

本研究班によって定められた標準的な方

法に従い、データの品質管理と集計を実施

した。この作業においては、国立がん研究セ

ンターがん対策情報センターがん統計研究

部において開発した、がんサーベイランス

システムを利用した。 

 

2. 集計対象 

(1) 罹患数・率の集計対象のうち、次の
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アからエを除くものを生存率の集計対象

（解析対象 1）とした。具体的には、目標モ

ニタリング項目 28 の生存率集計区分が 1

及び 2 の症例に対応している。 

(ア)  死亡情報のみで登録された患者

（Death Certificate, Only DCO）。 

(イ) 多重がんのあるケースでは第2がん

以降。 

(ウ) 良悪不詳、大腸の粘膜がんを含む上

皮内がん。 

(エ) 年齢不詳及び 100 歳以上の症例 

(2) 更に、解析対象 1 から「がん死亡情

報からの遡り調査による登録」を除外して

解析対象 2 とした。*1 具体的には、目標

モニタリング項目 28の生存率集計区分が 1

の症例に対応している。 

 

3. 生存率算出方法 

(1) 診断日を起点とした実測生存率を、

Kaplan-Meier 法を用いて計算した。*2 

最終生存確認年月には、生存確認調査を実

施している住民票照会を実施している地域

については、住民票照会の結果に基づく日

付を利用し、住民票照会以外で生存確認調

査を実施している地域では、各地域より全

死亡との照合対象年月として報告された日

付を一律代入して利用した。よって、住民票

照会を実施しない場合には、死亡情報がな

かった症例は、全員 5 年生存とみなされる。 

(2) 対象がんによる生命損失の大きさ

を見るために、実測生存率を、対象とするが

ん患者と同じ性、年齢、出生年の一般集団の

生存確率から計算した期待生存率で除した

相対生存率を計測した。 

(3) 期待生存率は、0.5 歳分加算した

cohort 生存率表に基づき、Ederer II 法を

用いて計算した。*3*4 期待生存確率は、

国立がん研究センター がん対策情報セン

ター がん統計研究部が、簡易生命表を用い

て毎年計算している cohort 生存率表を用

い た

（ http://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/qa_

words/cohort01.html）。 

 

*1  欧 州 の 生 存 率 共 同 調 査 で あ る

EUROCARE study においては、解析対象

1（がん死亡情報からの遡り調査による登録

を含む）を集計対象とすることが生存率計

測の標準方式とされる。しかし、我が国にお

いては、DCO 割合が欧米に比して高く、医

療機関からの届出がないために登録漏れと

なった生存患者が多数存在することが示唆

される。がん死亡情報からの遡り調査によ

る登録を集計対象に含めると、集計対象者

が死亡例に偏り、生存率を実際より低く見

積もる可能性がある。また、我が国では、遡

り調査を実施していない登録室も多いため、

解析対象 1 を標準方式として採用すると、

生存率の都道府県別比較が困難となる。こ

れらの理由により、解析対象 2 を我が国の

標準方式と定めることとした。 

 

*2 地域がん登録では、従来、生命保険数

理法を用いることが多かった。これは集計

対象者数が多いこと（一般に、対象者が 30-

50 例以上では生命保険数理法、それより少

ない場合は Kaplan-Meier 法といわれてい

る）、及び Kaplan-Meier 法の計算方法が煩

雑であったことに因る。しかし、最近は、コ

ンピュータを用いて Kaplan-Meier 法で容

易に計算することが可能になったこと、

Kaplan-Meier 法では生命保険数理法での
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仮定（観察打ち切り例はその期間の中央ま

で観察したと仮定して計算する）が不要で

あるため、より精度が高いこと、などから、

地域がん登録でも Kaplan-Meier 法を用い

るべきであると考えられている。なお生命

保険数理法では、前述した仮定のため、各観

察期間当初の対象者数が 10 名以下となっ

た時点で、それ以降の生存率を計測すべき

ではない。 

 

*3 これは、がんの診断時に例えば 60 歳

であった患者は、正確に 60 歳ではなく、

60.5 歳に近いという考え方に因る。 

 

*4 期待生存率の計算方法として、Ederer 

I 法、Ederer II 法、及び Hakulinen 法が

ある。Ederer I 法は、観察開始時点におけ

る患者の性、年齢分布を固定して、一定期間

後（例えば 5 年後）の期待生存率を計算す

る方法であり、我が国の地域がん登録では、

かつてこの方法を用いていた。しかし、観察

期間が長くなると、患者の性、年齢分布は、

観察開始時点におけるそれと異なってくる。

通常は、若年者より高齢者の方が、死亡確率

が高いため、観察期間が長くなるにつれ、対

象者に占める若年者の割合が多くなる。従

って、観察開始時点での分布を用いて数年

後の期待生存率を計算すると、期待生存率

を低く見積もることになり、相対生存率を

過大評価することになる。この欠点を補う

方法が、Ederer II 法である。Ederer II 法

は、それぞれの観察期間（例えば 1 年単位）

の開始時点での性、年齢分布を用いてそれ

ぞれの期間別の生存確率を求め、それを累

積することにより期待生存率を求める方法

である。標準方式では、この方法を用いるこ

ととする。なお、Hakulinen 法は、更にそ

れぞれの期間の死亡率、打ち切り率をも考

慮する方法であり、EUROCARE study で

はこの方法が採用されてきた。しかしなが

ら、近年では、がん死亡リスクと他死因死亡

リスクとの非独立性が注目され、がん死亡

リスクが高い、すなわち他死因死亡のリス

クも高いグループが先に集団から脱落して

しまうことが注目されている。このため、

Ederer II 法では、全年齢での生存率を集計

した際に、他死因死亡リスクの低いグルー

プ、つまり若い患者の生存率に偏ることが

報告されている。この問題を回避するため

に、全年齢での生存率集計をする際に、高齢

の患者に重み付けをし、早い段階で他死因

で亡くなったであろう患者のがん死亡リス

クも代表させる手法、純生存率（Net 

survival ） が 考 案 さ れ た 。 本 手 法 は

CONCORD2 及び 3 研究や、EUROCARE6

研究等、諸外国においては標準的手法とし

て既に適用されており、我が国においても、

国際がん研究機関（IARC）や国際がん登録

協議会（IACR）の方針を窺いつつ、住民ベ

ースのがん登録においてのがんの負担の計

測には、本手法の採用を検討すべきであろ

う。 

 

C. 研究結果 

1. 提出データ 

表 1 に、36 地域の罹患数、登録精度、生

存率集計対象者数を示した。罹患数の総計

は 1,335,303 件であった。そのうち、死亡

情報のみの登録（DCO）115,227 件で全体

の 10.9％、第2がん以降 135,024件（10.1%）、

悪性腫瘍以外 103,113 件（7.7%）、上皮内が

ん（大腸の粘膜がんを含む）103,856 件
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（7.8%）、年齢不詳及び 100 歳以上を除外

して、解析対象 1 とした。これらの除外基

準は、症例によっては重複して当てはまる

ものがある。 

更に、解析対象 1 から「がん死亡情報か

らの遡り調査による登録」63,891 件を除外

して解析対象 2 とした。この結果、解析対

象 1 は 1,080,113 件（2009-11 年累積罹患

数の 81.7%）。解析対象 2 は 1,016,222 件

（同 76.1%）であった。 

 

2. 生存確認調査の方法と精度 

表 2 に、解析対象 2 について、診断から

5 年後の予後状況を診断年別に示した。 

5 年後の予後不詳割合は 0.1%であった。22

地域合計の生存割合は 55.5%となった。住

民票照会なしの 7 県（新潟、長野、和歌山、

鳥取、島根、山口、熊本）では、住民票照会

実施の 15 県（宮城、山形、福島、茨城、栃

木、群馬、福井、山梨、愛知、滋賀、大阪、

広島、高知、佐賀、長崎）に比べて死亡割合

が若干低く（53.8%対 55.5%）県外転居者の

死亡の把握漏れによって「生存」に含まれる

死亡者存在の可能性が若干残存しているこ

とが示唆された。 

 

3. 部位別生存率 

 表 3 に、解析対象 2 について、部位別の

対象者数、5年相対生存率、及び標準誤差を、

性別、診断年別に示した。 

全部位男女計の 2009-11 年診断の 5 年相

対生存率は、解析対象 2 では、64.1%となっ

た。解析対象 2 を観察すると、全部位にお

いて男性が 62.0%、女性が 66.9%であり、

女性の 5年生存率の方が 4.9ポイント高い。

2006-8 年診断症例では、解析対象 2 では、

男女計 62.1%、男性が 59.1%、女性が 66.0%

であったことから、全体に向上が見られる。 

部位別の観察では、解析対象 2 について、

男性では前立腺 99.1%から膵臓 8.9%に分

布した。女性では、甲状腺 95.8%から膵臓

8.1%の分布となった。図 1 に、2009-11 年

の部位別 5 年相対生存率が高い順に示した。

男性では 5 年相対生存率が比較的高い群

（70-100%）には、前立腺、皮膚、甲状腺、

喉頭、膀胱、結腸、直腸、腎・尿路（膀胱除

く）が分類された。中程度の群（40-69%）

には、胃、悪性リンパ腫、口腔・咽頭、白血

病、多発性骨髄腫、食道が含まれた。生存率

が低い群（0-39%）に属する部位は、肝およ

び肝内胆管、脳・中枢神経系、肺、胆のう・

胆管、膵臓であった。女性では 5 年相対生

存率が比較的高い群（70-100%）には、甲状

腺、皮膚、乳房、喉頭、子宮体部、子宮頸部、

直腸が分類された。中程度の群（40-69%）

には、結腸、口腔・咽頭、悪性リンパ腫、腎・

尿路（膀胱除く）、胃、膀胱、卵巣、肺、食

道、白血病、多発性骨髄腫が含まれた。生存

率が低い群（0-39%）に属する部位は、脳・

中枢神経系、肝および肝内胆管、胆のう・胆

管、膵臓であった。 

図 3 に、解析対象 2 について、部位別性

別の相対生存率を生存曲線で示した。全部

位の 1～5年相対生存率は、男女計で、81.9%、

73.6%、68.9%、66.1%、64.1%であり、男性

では 80.6%、71.7%、66.9%、64.0%、62.0%、

女性では 83.5%、73.6%、71.6%、68.8%、

66.9%であった。全部位では、女性の方が男

性より生存率が高く、口腔・咽頭、食道、肺、

脳・中枢神経系においても、同様の傾向が観

察された。逆に、結腸、胆のう・胆管、膀胱、

腎・尿路では、男性の方が女性より生存率が
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高かった。 

 

4. 臨床進行度別生存率 

 表 4 に、解析対象 2 について、診断時の

臨床進行度分布を示した。悪性リンパ腫を

除く血液のがんについては、住民ベースの

がん登録において、臨床進行度分類をしな

いルールとなっていることから、今回の集

計においては、臨床進行度別生存率を表示

していない。 

解析対象 2 を観察すると、全部位におい

て限局が 44.1%、領域（所属リンパ節転移、

隣接臓器浸潤）が 25.2%、遠隔が 18.5%で

あり、臨床進行度不明が 12.3%であった。

図 2 に、解析対象 2 について、限局の割合

が多い順に示した。 

 臨床進行度不明が多い部位を除き、限局

割合が比較的高い群（＞60%）には、皮膚、

膀胱、喉頭、子宮体部、前立腺などが分類さ

れ、逆に診断時に既に進行し、限局割合が低

い群（＜40%）としては、口腔・咽頭、食道、

肺、卵巣、悪性リンパ腫、胆のう・胆管、膵

臓などが挙げられた。 

表 5 に、解析対象 2 について、臨床進行

度別 5 年相対生存率と標準誤差を示した。 

解析対象 2 を観察すると、全部位におい

て限局の 5 年相対生存率は 92.4%、領域（領

域リンパ節転移及び隣接臓器浸潤）が

58.1%、遠隔が 15.7%であった 2006-8 年診

断症例では、限局 90.4%、領域が 55.1%、

遠隔 13.6%であったことから、各ステージ

で生存率が向上している。 

図 4 に、部位別臨床進行度別相対生存率

を示した。一様に臨床進行度が高くなるに

つれ、生存率が低下している様子が観察さ

れた。 

 

5. 年齢階級別生存率 

表 6 に、解析対象 2 について、性別年齢

階級別（15 歳以上）5 年相対生存率と最大

値と最小値の差を示した。 

解析対象 2 を観察すると、全部位におい

ては、年齢階級を追うごとに生存率は低く

なり、年齢階級による生存率の差は、全部位

で、男性で 22.6 ポイント、女性で 39.1 ポ

イントと、女性の方が大きかった。 

主要部位で見ると、年齢階級による生存

率の差は男性では結腸（1.8 ポイント）皮膚

（2.2 ポイント）、食道（2.4 ポイント）で小

さく、白血病（52.8 ポイント）、脳・中枢神

経系（48.4 ポイント）、多発性骨髄腫（47.2

ポイント）で大きかった。女性では乳房（0.6

ポイント）、皮膚（1.7 ポイント）、膀胱（8.1

ポイント）で小さく、白血病（55.5 ポイン

ト）、脳・中枢神経系（53.5 ポイント）、卵

巣（51.5 ポイント）で大きかった。 

図 5 に、解析対象 2 の部位別年齢階級別

相対生存率を示した。年齢と反比例して生

存率が低下する様子が観察されたが、胃、大

腸、肝および肝内胆管では、15-64 歳と 64-

74 歳に大きな差が無く、乳房、前立腺にお

いては、全年齢グループで生存率がほぼ同

値であった。 

 

D. 考察 

36 地域全体の DCO 割合は 10.9％、全国

集計利用 22 地域の DCO 割合は 6.4％であ

った。前回の 2006-8 年診断症例では、提出 

27 地域全体の DCO 割合は 15.8％、全国

集計値利用地域の 21 地域の DCO 割合は、

13.5%であったため、大幅な精度向上があ

った。我が国では、データ収集時に依然
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DCN の割合が多く、遡り調査を実施してい

ない地域も多く、生存率の比較を容易とす

るために、遡り調査登録を含まない解析対

象 2 を我が国の標準方式と定めた。しかし、

国際ルールでは、遡り調査登録を含む登録

対象 1 が標準である。がん死亡からの遡り

調査による登録を集計対象に含めるか否か

による生存率の違いは、男女計全部位で依

然として 3.3 ポイント（60.8%と 64.1%）存

在するが、全がん患者を代表する生存率の

値といえる精度であると考える。 

生存確認調査方法についても課題が残り、

集計対象基準に、住民票照会か全死亡情報

との照合としたものの、両グループの差は

顕著であった。死亡割合を見ると、住民票照

会あの 17 県（解析対象 2、53.1-58.7%）に

比べて、住民票照会なしの 10 県（解析対象

2、51.1-57.0%）が若干低く、全死亡情報と

の照合においても、照合漏れのために生存

扱いとなる可能性が示唆された。信頼性の

高いがん患者の生存率を整備し、国内外で

比較するためには、引き続きの精度向上の

努力と、全国がん登録体制での、全国レベル

での死亡者情報票の活用が必要である。 

臨床進行度別の集計結果では、部位によ

っては不明の割合が 13～4%のものもある

（肝および肝内胆管、前立腺）。こうした不

明割合は、DCO 割合の減少とともに大きく

改善しているが、依然として集計値のバイ

アスとなっている可能性がある。 

「全部位」の数値は、集計対象者の部位分

布、年齢分布に左右されることから、県間の

比較、経時的比較には注意を要する。 

これらの背景から、本報告書に掲載され

ている 5 年相対生存率の精度は、完全では

ないものの、以前と比較して十分に精度向

上しており、県間の比較、部位間の比較等を

実施するに足る数値であると考える。 

 

E. 結論 

MCIJ プロジェクトの一環としての、全

地域がん登録実施道府県に呼びかけての生

存率推計作業が 4 回目となり、研究班とし

ても軽い負担で集計作業を完了することが

できるようになった。MCIJ プロジェクト

としての生存率推計は、残すところ 1 回の

みで、その後は法律に基づいた、理論上は

100％の悉皆性と 100％の予後把握が担保

されたがん統計が整備される。 
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表 1 罹患者数、登録精度、生存率集計対象者数 －2009-11 年－ 
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表 2 診断から 5 年後の予後状況 －2009-11 年、解析対象２－ 

 

 

  

登録 対象者 不詳を除く

N %
*1 N %

*1 N %
*1 生存割合%

宮城県 37,125 15,593 42.0 21,532 58.0 0 0.0 58.0

山形県 19,765 8,768 44.4 10,799 54.6 198 1.0 55.2

福島県 33,302 15,610 46.9 17,692 53.1 0 0.0 53.1

茨城県 13,665 6,303 46.1 7,362 53.9 0 0.0 53.9

栃木県 9,264 4,094 44.2 5,170 55.8 0 0.0 55.8

群馬県 29,847 13,564 45.4 16,283 54.6 0 0.0 54.6

福井県 12,813 5,576 43.5 7,237 56.5 0 0.0 56.5

山梨県 8,251 3,563 43.2 4,688 56.8 0 0.0 56.8

愛知県 91,450 40,106 43.9 51,344 56.1 0 0.0 56.1

滋賀県 17,900 7,833 43.8 10,067 56.2 0 0.0 56.2

大阪府 122,224 54,781 44.8 67,443 55.2 0 0.0 55.2

広島県 48,291 19,940 41.3 28,351 58.7 0 0.0 58.7

高知県 4,199 1,935 46.1 2,264 53.9 0 0.0 53.9

佐賀県 4,110 1,869 45.5 2,241 54.5 0 0.0 54.5

長崎県 25,418 10,875 42.8 14,326 56.4 217 0.9 56.8

新潟県 43,312 20,908 48.3 22,404 51.7 － － －

長野県 12,965 5,581 43.0 7,384 57.0 － － －

和歌山県 5,847 2,661 45.5 3,186 54.5 － － －

鳥取県 3,700 1,811 48.9 1,889 51.1 － － －

島根県 12,800 5,970 46.6 6,830 53.4 － － －

山口県 16,146 7,263 45.0 8,883 55.0 － － －

熊本県 19,384 8,512 43.9 10,872 56.1 － － －

22登録計 591,778 263,116 44.5 328,247 55.5 415 0.1 55.5

解析対象２：解析対象１から遡り調査患者を除外

*1：対象者に占める割合

死亡 生存 不詳

集計対象地域:宮城県,山形県,福島県,茨城県,栃木県,群馬県,新潟県,福井県,山梨県,長野県,
愛知県,滋賀県,大阪府,和歌山県,鳥取県,島根県,広島県,山口県,高知県,佐賀県,長崎県,熊本県
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表 3 対象者数、5 年相対生存率、標準誤差 －2009-11 年、解析対象２－ 

 

 

  

部位

％ SE ％ SE ％ SE

全部位 341,912 62.0 0.1 249,866 66.9 0.1 591,778 64.1 0.1

口腔・咽頭 8,227 60.7 0.6 3,846 69.4 0.9 12,073 63.5 0.5

食道 12,508 40.6 0.5 2,400 45.9 1.1 14,908 41.5 0.5

胃 66,348 67.5 0.2 30,543 64.6 0.3 96,891 66.6 0.2

大腸（結腸・直腸） 51,266 72.4 0.3 39,511 70.1 0.3 90,777 71.4 0.2

結腸 30,763 72.8 0.3 27,891 69.4 0.3 58,654 71.2 0.2

直腸 20,503 71.7 0.4 11,620 71.9 0.5 32,123 71.8 0.3

肝および肝内胆管 19,519 36.2 0.4 9,946 35.1 0.5 29,465 35.8 0.3

胆のう・胆管 7,440 26.8 0.6 7,322 22.1 0.5 14,762 24.5 0.4

膵臓 10,929 8.9 0.3 9,766 8.1 0.3 20,695 8.5 0.2

喉頭 3,402 81.8 0.9 248 81.7 3.1 3,650 81.8 0.9

肺 49,105 29.5 0.2 21,961 46.8 0.4 71,066 34.9 0.2

皮膚 *1 6,041 94.4 0.8 6,231 94.6 0.7 12,272 94.6 0.5

乳房 *2 53,603 92.3 0.2 53,603 92.3 0.2

子宮 18,308 78.7 0.3 18,308 78.7 0.3

子宮頸部 8,656 76.5 0.5 8,656 76.5 0.5

子宮体部 9,521 81.3 0.4 9,521 81.3 0.4

卵巣 6,863 60.0 0.6 6,863 60.0 0.6

前立腺 53,642 99.1 0.2 53,642 99.1 0.2

膀胱 10,926 76.5 0.6 3,346 63.0 1.0 14,272 73.3 0.5

腎・尿路（膀胱除く） 10,252 70.4 0.6 4,786 64.8 0.8 15,038 68.6 0.5

脳・中枢神経系 1,934 34.1 1.1 1,593 37.4 1.3 3,527 35.6 0.8

甲状腺 2,492 91.3 0.8 7,642 95.8 0.3 10,134 94.7 0.3

悪性リンパ腫 10,188 66.4 0.6 9,035 68.6 0.6 19,223 67.5 0.4

多発性骨髄腫 2,207 41.9 1.2 2,143 43.6 1.2 4,350 42.8 0.8

白血病 4,844 43.4 0.8 3,556 44.9 0.9 8,400 44.0 0.6

解析対象２：解析対象１から遡り調査患者を除外

*1 悪性黒色腫を含む　*2 女性のみ

集計対象地域:宮城県,山形県,福島県,茨城県,栃木県,群馬県,新潟県,福井県,山梨県,長野県,
愛知県,滋賀県,大阪府,和歌山県,鳥取県,島根県,広島県,山口県,高知県,佐賀県,長崎県,熊本県

男 女 男女計

対象者
相対生存率

対象者
相対生存率

対象者
相対生存率
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表 4 進行度別分布 －2009-11 年、解析対象２－ 

 

 

  

部位

N 分布 N 分布 N 分布

全部位 260,826 44.1 149,085 25.2 109,308 18.5 12.3

口腔・咽頭 4,381 36.3 6,175 51.1 554 4.6 8.0

食道 4,313 28.9 6,012 40.3 3,220 21.6 9.1

胃 52,191 53.9 20,021 20.7 17,705 18.3 7.2

大腸（結腸・直腸） 38,862 42.8 27,496 30.3 17,738 19.5 7.4

結腸 24,987 42.6 17,571 30.0 11,929 20.3 7.1

直腸 13,875 43.2 9,925 30.9 5,809 18.1 7.8

肝および肝内胆管 16,599 56.3 5,756 19.5 2,854 9.7 14.4

胆のう・胆管 2,267 15.4 6,528 44.2 3,736 25.3 15.1

膵臓 1,259 6.1 7,350 35.5 9,915 47.9 10.5

喉頭 2,533 69.4 800 21.9 70 1.9 6.8

肺 19,692 27.7 18,159 25.6 27,089 38.1 8.6

皮膚 *1 9,851 80.3 1,019 8.3 145 1.2 10.2

乳房 *2 31,250 58.0 15,332 28.4 2,710 5.0 8.6

子宮 9,852 53.8 5,541 30.3 1,722 9.4 6.5

子宮頸部 4,051 46.8 3,196 36.9 820 9.5 6.8

子宮体部 5,780 60.7 2,331 24.5 877 9.2 5.6

卵巣 1,721 25.1 3,261 47.5 1,217 17.7 9.7

前立腺 32,398 60.4 8,548 15.9 5,684 10.6 13.1

膀胱 9,969 69.9 2,116 14.8 602 4.2 11.1

腎・尿路（膀胱除く） 8,349 55.5 3,132 20.8 2,485 16.5 7.1

脳・中枢神経系 2,035 57.7 394 11.2 75 2.1 29.0

甲状腺 4,216 41.6 4,735 46.7 513 5.1 6.6

悪性リンパ腫 3,913 20.4 2,735 14.2 7,248 37.7 27.7

解析対象２：解析対象１から遡り調査患者を除外

*1 悪性黒色腫を含む　*2 女性のみ

*3 領域 (所属リンパ節転移、隣接臓器浸潤)

集計参加登録:宮城県,山形県,福島県,茨城県,栃木県,群馬県,新潟県,福井県,山梨県,長野県,
愛知県,滋賀県,大阪府,和歌山県,鳥取県,島根県,広島県,山口県,高知県,佐賀県,長崎県,熊本県

限局 領域(*3) 遠隔 進行度不明

％
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表 5 進行度別 5 年相対生存率、標準誤差 －2009-11 年、解析対象２－ 

 

 

  

部位
臨床

進行度
対象者数

5年相対
生存率（%）

標準誤差 対象者数
5年相対

生存率（%）
標準誤差 対象者数

5年相対
生存率（%）

標準誤差

全部位 限局 150,174 92.3 0.1 110,652 92.6 0.1 260,826 92.4 0.1

領域 81,954 52.9 0.2 67,131 64.4 0.2 149,085 58.1 0.1

遠隔 68,169 15.0 0.2 41,139 16.7 0.2 109,308 15.7 0.1

不明 35,144 48.6 0.3 25,711 46.6 0.3 60,855 47.8 0.2

合計 341,912 62.0 0.1 249,866 66.9 0.1 591,778 64.1 0.1

胃 限局 36,263 97.3 0.2 15,928 95.4 0.3 52,191 96.7 0.2

領域 13,578 51.9 0.5 6,443 51.9 0.7 20,021 51.9 0.4

遠隔 12,156 6.9 0.2 5,549 5.8 0.3 17,705 6.6 0.2

不明 4,350 36.5 0.9 2,623 31.8 1.1 6,973 34.7 0.7

合計 66,348 67.5 0.2 30,543 64.6 0.3 96,891 66.6 0.2

大腸（結腸・直腸） *2 限局 22,825 97.1 0.3 16,037 97.5 0.3 38,862 97.3 0.2

領域 14,899 75.7 0.5 12,597 74.8 0.5 27,496 75.3 0.3

遠隔 9,908 18.2 0.4 7,830 16.2 0.4 17,738 17.3 0.3

不明 3,633 52.3 1.0 3,047 45.1 1.0 6,680 49.0 0.7

合計 51,266 72.4 0.3 39,511 70.1 0.3 90,777 71.4 0.2

結腸 限局 13,840 98.3 0.4 11,147 98.1 0.4 24,987 98.2 0.3

領域 8,679 76.9 0.6 8,892 75.1 0.6 17,571 76.0 0.4

遠隔 6,127 17.3 0.5 5,802 14.9 0.5 11,929 16.2 0.4

不明 2,116 51.1 1.3 2,050 42.5 1.3 4,166 46.9 0.9

合計 30,763 72.8 0.3 27,891 69.4 0.3 58,654 71.2 0.2

直腸 限局 8,985 95.3 0.5 4,890 96.4 0.5 13,875 95.7 0.4

領域 6,220 74.0 0.7 3,705 73.9 0.9 9,925 74.0 0.5

遠隔 3,781 19.7 0.7 2,028 19.8 0.9 5,809 19.7 0.6

不明 1,517 53.9 1.5 997 50.3 1.8 2,514 52.5 1.1

合計 20,503 71.7 0.4 11,620 71.9 0.5 32,123 71.8 0.3

肝および肝内胆管 限局 10,753 52.9 0.6 5,846 49.3 0.7 16,599 51.6 0.4

領域 4,136 16.2 0.6 1,620 13.3 0.9 5,756 15.4 0.5

遠隔 1,970 3.5 0.4 884 2.2 0.5 2,854 3.1 0.4

不明 2,660 23.9 0.9 1,596 22.9 1.2 4,256 23.5 0.7

合計 19,519 36.2 0.4 9,946 35.1 0.5 29,465 35.8 0.3

肺 限局 11,735 76.8 0.5 7,957 92.9 0.4 19,692 83.5 0.4

領域 13,602 28.7 0.4 4,557 38.0 0.8 18,159 31.1 0.4

遠隔 19,534 5.2 0.2 7,555 9.6 0.4 27,089 6.4 0.2

不明 4,234 13.4 0.6 1,892 19.7 1.0 6,126 15.4 0.5

合計 49,105 29.5 0.2 21,961 46.8 0.4 71,066 34.9 0.2

乳房 限局 － － － 31,250 99.3 0.1 31,422 99.3 0.1

領域 － － － 15,332 90.0 0.3 15,430 90.0 0.3

遠隔 － － － 2,710 39.3 1.0 2,729 39.3 1.0

不明 － － － 4,311 81.1 0.7 4,329 81.1 0.7

合計 － － － 53,603 92.3 0.2 53,910 92.3 0.2

子宮 限局 － － － 9,852 95.7 0.3 9,852 95.7 0.3

領域 － － － 5,541 69.4 0.7 5,541 69.4 0.7

遠隔 － － － 1,722 21.0 1.0 1,722 21.0 1.0

不明 － － － 1,193 63.6 1.5 1,193 63.6 1.5

合計 － － － 18,308 78.7 0.3 18,308 78.7 0.3

子宮頸部 限局 － － － 4,051 95.7 0.4 4,051 95.7 0.4

領域 － － － 3,196 66.8 0.9 3,196 66.8 0.9

遠隔 － － － 820 22.5 1.5 820 22.5 1.5

不明 － － － 589 69.7 2.1 589 69.7 2.1

合計 － － － 8,656 76.5 0.5 8,656 76.5 0.5

子宮体部 限局 － － － 5,780 95.7 0.4 5,780 95.7 0.4

領域 － － － 2,331 73.2 1.0 2,331 73.2 1.0

遠隔 － － － 877 20.1 1.4 877 20.1 1.4

不明 － － － 533 60.0 2.3 533 60.0 2.3

合計 － － － 9,521 81.3 0.4 9,521 81.3 0.4

前立腺 限局 32,398 100.0 0.2 － － － 32,398 100.0 0.2

領域 8,548 99.2 0.5 － － － 8,548 99.2 0.5

遠隔 5,684 53.4 0.8 － － － 5,684 53.4 0.8

不明 7,012 93.4 0.7 － － － 7,012 93.4 0.7

合計 53,642 99.1 0.2 － － － 53,642 99.1 0.2

*1 遡り調査患者を含まない

*2 粘膜がんを含まない

集計対象地域：宮城県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、福井県、山梨県、長野県、

愛知県、滋賀県、大阪府、和歌山県、鳥取県、島根県、広島県、山口県、高知県、佐賀県、長崎県、熊本県

男 女 男女計



33 

表 6 性別年齢階級別 5 年相生存率 －2009-11 年、解析対象２－ 
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図 1 部位別 5 年相対生存率 －2009-11 年、解析対象 2－  

上段：男性、下段：女性 
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*1 領域 (所属リンパ節転移、隣接臓器浸潤) *2 悪性黒色腫を含む *3 女性のみ 

 

図 2 臨床進行度分布 －2009-11 年、解析対象 2－ 
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図 3 性別相対生存率 －2009-11 年、解析対象 2－  

上：全部位、下：口腔・咽頭 
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図 3（続き） 上：食道、下：胃 
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図 3（続き） 上：大腸（結腸・直腸）、下：結腸 
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図 3（続き） 上：直腸、下：肝および肝内胆管 
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図 3（続き） 上：胆のう・胆管、下：膵臓 
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図 3（続き） 上：喉頭、下：肺 
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図 3（続き） 上：皮膚、下：乳房 
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図 3（続き） 上：子宮、下：子宮頸部 
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図 3（続き） 上：子宮体部、下：卵巣 
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図 3（続き） 上：前立腺、下：膀胱 
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図 3（続き） 上：腎・尿路（膀胱除く）、下：脳・中枢神経系 
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図 3（続き） 上：甲状腺、下：悪性リンパ腫 
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図 3（続き） 上：多発性骨髄腫、下：白血病 
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全部位                 胃 

    

大腸（結腸・直腸）           結腸 

    

直腸                  肝および肝内胆管 

     

 

図 4 部位別・進行度別相対生存率 －2009-11 年、解析対象 2－ 
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肺                   乳房 

    

子宮                   子宮頸部 

    

子宮体部                前立腺 

    

 

図 4（続き） 
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全部位                 胃 

    

大腸（結腸・直腸）           結腸 

    

直腸                  肝および肝内胆管 

    

 

図 5 部位別・年齢階級別相対生存率（解析対象 2） 



52 

肺                   乳房 

    

子宮                   子宮頸部   

    

子宮体部                前立腺 

    

 

図 5（続き） 
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